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（1）本稿の関連研究に、筆者による『服従』の世概念の研究がある。「D・ボンヘッファーにおける＜世＞














（5）H. Müller, Von der Kirche zur Welt: Ein Beitrag zu der Beziehung des Wortes Gottes auf die societas in Dietrich 
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、あなたは神を憎み
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、あなたは世を憎む
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、世に仕えず
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、聖徒たちの教会は最後
の救いを待ち望む。見知らぬ土地を行く封印列車のごとく
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、教会は世を通って行く。
















2001年、248頁を参照。E. Feil, Die Theologie Dietrich Bonhoeffers: Hermeneutik-Christologie-Weltverstandnis, 4. 


































の強制力を強めていることが分かる。1935 年 9 月にはそれまでは官公吏他要職に限
られたものであったユダヤ人追放を社会における徹底的な権利剥奪へと拡大するニュ











































(20)  R. シュトゥルンク著、大島かおり訳『キリストへの信従　ひとつの福音的挑発』新教出版社、1984 年、
289 頁。
(21) Timeo Rainer Peters, Die Präsenz des Politischen in der Theologie Dietrich Bonhoeffers:Eine historische 
Untersuchung in systematischer Absicht ( ＝ Gesellschaft und Theologie, Syst. Beitrage 18),  München: Chr. 
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、つまりイエスご自身
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に対する、より力強い探求
と問いとが起こる。イエスは
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われわれに何を言おうとされたのか。イエスは
3 3 3 3
今日われ
われに何を求めておられるのか。…われわれにとって最後的に重要なのは
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、あれこれ
の教会人が望んでいることは何かということではない。イエスが
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集中であ
り、そこにおいて意味される世からの分離ないし世との対立の強調である。
(22) 宮田光雄著『ボンヘッファーを読む』岩波書店、1995 年、 77-113 頁。中でも本稿の理解に関してはと
りわけ 86、109-110 頁を参照。山崎和明著『ボンヘッファーの政治思想』新教出版社、2003 年、103-
163 頁。特に 110、115 頁を参照。本稿のテーマに関して両者からは多くを学ばせて頂いた。
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　マルコ福音書の収税人アルファイの子レビ（マルコ 2:14）をめぐる釈義 (23) において、
ボンヘッファーは言っている。「服従の内容についてはどのようなことが言われるで
あろうか。『わたしに従って来なさい。わたしのあとを走ってきなさい！』。それです
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べてである




























(25) DBW4, pp.29-43.  邦訳文献（1966）では一三－三一頁。
(26) DBW4, pp.59-67.  邦訳文献（1966）では五一－六二頁。
(27) DBW4, pp.69-76.  邦訳文献（1966）では六三－七二頁。







































(32) 森野善右衛門著「キリスト告白の現代的展開－聖餐論とのかかわりを考える－」『時の徴』（第 121 号）、


































(36) DBW4, pp.242, 248-249, 244. 邦訳文献 (1966) では二七九、二八二、二八七頁。
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現臨に仕えるものとして、洗礼と聖餐はキリストとの
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て…。そのうえ教会の領域すらもナチの均制化
（グライヒシャルトゥンク）政策によって、まずます矮小化していかざるを得なくなっ
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のものに対して
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、われわれはキリストによって担われている
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全人類にあずかる
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、人となり給うた方の姿






















(45) DBW4, pp.228, 235, 301. 邦訳 (1966) では二六三、二七三、三五一頁。神の憐れみは「キリストにおいて、
全人類を自ら引き受け、担い給うた」（228、二六三）ともある。
(46) 括弧内補足は引用者による。
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おわりに
　ここに本稿は、研究史において課題とされてきた『服従』の内的集中の意味を新た
に確認する。『服従』の内的な集中、すなわち世を拒絶する排他的なキリスト集中は、
当時の＜世＞に対する根本的な神学的回答、この世批判と拒否の契機であるばかりで
はなく、積極的に、弁証法的とも称せられるような「外的な奉仕」を意味している。
これまでの研究が歴史的コンテクストとの対照から『服従』の「内的集中－この世の
拒否－この世への応答」の意味を見出してきたとすれば、本稿は『服従』の内的集中
の論理を追うことによってこれを補充した。また以前にも述べているが、ネガティヴ
な世理解が主として支配的とされる『服従』が、その第Ⅱ部においてどこか新しい響
きを持っていることもやはり注目される。ボンヘッファーが「世ではなくキリスト」
と主張し、「世ではなくキリストへの固着」を繰り返し強調するところにおいて――
ボンヘッファーが内的集中を徹底すればするほどに――彼は世に向かうための新しい
課題、新しい次元へと眼差しを向けるよう「外へと」強いられ促され、いわんやそれ
を許されていたのであり、本稿の課題を越えて言えば、それは『服従』との断絶を孕
むとも言われることのある『倫理』への道程を豊かに方向付けているように思われて
ならない。
　本稿が主題に関して残した課題の多いことも最後に述べておかねばならないだろ
う。当時の歴史的コンテクストや同時代のボンヘッファーの他の証言と併せた丁寧な
探求、あるいは当時の神学思想との関わりや影響関係、『服従』前後のボンヘッファー
の思惟・歩みとの連続性、非連続性といった問題への取り組みは依然残されており、
これらは今後の課題である。
